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筆
者
は

『

エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究』

第
二
十
二
号
で
、
河
原
五
郎
著

『

河
原
徳
立
翁

小
伝』

一
九
二
九
年
、
非
売
品
の
紹
介
を
行
っ
た
。
し
か
し
そ
の
際
、
一
部
ペ
ー
ジ

が
落
丁
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
部
分
に
関
し
て
は
欠
落
の
ま
ま
復
刻
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

『

エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究』

第
二
十
二
号
の
刊
行
後
、
河
原
徳
立

の
長
男
で
あ
り
瓢
池
園
を
継
い
だ
河
原
太
郎
の
孫
に
あ
た
る
河
原
福
太
郎
氏
か
ら
、

落
丁
の
な
い

『

河
原
徳
立
翁
小
伝』

を
所
持
し
て
い
る
と
い
う
ご
連
絡
を
受
け
た
。

ま
た
同
様
の
連
絡
は
、
河
原
徳
立
の
次
男
で
あ
っ
た
広
瀬
次
郎

(

広
瀬
宰
平
の
息
子

満
正
の
娘
と
結
婚
し
婿
養
子
に
入
っ
た)

の
関
係
か
ら
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
の
広
瀬

歴
史
記
念
館
よ
り
も
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
河
原
福
太
郎
氏
所
蔵
本
を

利
用
し
て
前
号
の
欠
落
部
分
を
補
い
た
い
。

欠
落
部
分
は
二
ヶ
所
存
在
し
た
。
一
つ
は
巻
頭
に
並
ん
だ
写
真
類
で
あ
り
、
も
う

一
ヶ
所
は
日
本
陶
器
合
名
会
社

(

現
ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ド)

設
立
の
く

だ
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
写
真
類
に
は
、
三
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
の
河
原
徳
立
が

移
っ
て
い
る
が
、
痩
身
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
ま
た
、
瓢
池
園
か

ら
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
花
瓶
類
や
日
本
画
が
並
ん
で
い
る
。
絵
付
の
職
人
は

画
才
を
発
揮
す
る
者
も
多
く
、
万
国
博
覧
会
へ
は
日
本
画
も
出
品
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
日
本
画
が
直
接
の
輸
出
品
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
他

に
も
、
河
原
徳
立
自
身
が
製
作
し
た
陶
磁
器
や
書
画
の
写
真
や
、
夜
継
庵
得
之
の
俳

諧
名
を
用
い
た
際
の
印
譜
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
河
原
徳
立
は
幕
臣
時
代
に
徳
川
家
茂
に
従
っ
て
上
洛
を
し
た
が
、
そ
の
行
程

を
書
き
記
し
て
養
家
お
よ
び
実
家
へ
報
告
し
た
書
簡
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

家
茂
は
前
年
の
文
久
三(

一
八
六
三)

年
に
将
軍
と
し
て
二
二
九
年
ぶ
り
の
上
洛
を

果
た
し
た
が
、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
に
は
海
路
で
二
度
目
の
上
洛
を
行
な
う
こ
と

に
な
っ
た
。
将
軍
が
乗
船
し
た
翔
鶴
丸
を
は
じ
め
幕
府
と
雄
藩
と
の
八
隻
の
連
合
艦

隊
に
よ
る
航
行
で
あ
り
、
十
一
日
後
の
翌
年
一
月
八
日
に
は
大
坂
へ
到
着
し
た

(

１)

。
し

か
し
そ
れ
よ
り
遅
れ
て
一
月
三
日
に
出
発
し
た
河
原
徳
立
ら
の
乗
船
し
た
帆
船
二
隻

は
、
伊
豆
お
よ
び
紀
州
で
嵐
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
航
程
が
非
常
に
遅
れ
、

二
十
四
日
後
の
一
月
二
十
七
日
に
よ
う
や
く
兵
庫
に
到
着
し
た
。
徳
川
家
茂
一
行
の

旅
程
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
付
き
随
っ
た
幕
臣
た
ち
の
旅
程
を
知
る
興

味
深
い
記
述
で
あ
る
。
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欠
落
部
分
の
二
ヶ
所
目
は
、
官
営
模
範
工
場
設
立
の
建
議
が
政
府
に
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
件
と
、
日
本
陶
器
設
立
に
関
す
る
件
で
あ
る
。
官
営
模
範
工
場
の
件
は
、

そ
れ
ま
で
京
都
市
立
で
あ
っ
た
陶
磁
器
試
験
場
が
明
治
四
十
四

(

一
九
一
〇)

年
に

農
商
務
省
陶
磁
器
試
験
場
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
の
解
決
を
み
て
い
る

(

２)

。
明
治

初
年
の
内
務
省
に
勤
め
た
経
験
が
あ
る
河
原
徳
立
と
し
て
は
、
模
範
工
場
の
設
立
は

実
現
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
と
し
て
は
農
務
省
直
轄
の
試
験

場
設
立
を
見
た
の
は
成
功
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
東
京
高
等
工
業
学
校
教
授
で
あ
っ

た
平
野
耕
輔(

後
に
陶
磁
器
試
験
所
長
と
な
る)

も
、
明
治
四
十
五

(

一
九
一
一)

年
に
国
立
陶
磁
器
製
造
所
の
設
立
を
農
商
務
省
に
建
議
し
て
い
る
こ
と
か
ら

(

３)

、
官
営

模
範
工
場
の
設
立
を
訴
え
た
河
原
徳
立
は
当
時
の
陶
業
界
の
声
を
代
表
し
て
い
た
と

見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

続
く
森
村
組
に
よ
る
日
本
陶
器
合
名
会
社
設
立
は
、
森
村
組
の
専
属
上
絵
付
工
場

と
な
っ
て
い
た
瓢
池
園
に
と
っ
て
も
重
大
な
事
項
で
あ
っ
た
(
４)
。
森
村
組
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
支
店
で
あ
る
森
村
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
市
場
情
報
に
基
づ

き
、
流
行
に
合
せ
て
デ
ザ
イ
ン
や
形
状
を
常
に
変
化
さ
せ
て
い
た
森
村
組
と
そ
の
専

属
上
絵
付
工
場
に
と
っ
て
、
解
決
す
べ
き
点
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
の
が
磁
器
の
純

白
さ
の
不
足
で
あ
っ
た
。
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
ド
イ
ツ
製
の
製
陶
機
械
一
式
を
購
入

し
、
ベ
ル
リ
ン
の
粘
土
化
学
工
業
研
究
所
で
は
原
料
粘
土
の
化
学
分
析
を
行
な
っ
て
、

漸
く
と
明
治
三
十
七(

一
九
〇
四)

年
に
創
立
へ
と
漕
ぎ
着
け
た
。

河
原
徳
立
に
と
っ
て
こ
の
日
本
陶
器
設
立
が
重
要
な
理
由
は
も
う
一
つ
あ
る
。
三

男
の
河
原
三
郎

(

百
木
家
に
養
子
に
入
り
百
木
三
郎
と
な
る)

で
あ
る
。
彼
は
東
京

高
等
工
業
学
校
を
卒
業
後
に
農
商
務
省
海
外
実
習
生
と
し
て
渡
欧
し
た
が
、
こ
の
渡

欧
中
の
滞
在
費
等
は
大
倉
孫
兵
衛
よ
り
出
さ
れ
て
お
り
、
帰
国
後
も
大
倉
孫
兵
衛
の

下
で
製
陶
実
験
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
百
木
三
郎
は
日
本
陶
器
合
名
会
社
設

立
に
あ
た
り
、
飛
鳥
井
孝
太
郎
技
師
長
の
次
席
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
日
本
陶
器
合

名
会
社
が
純
白
磁
器
や
大
型
製
品
の
生
産
技
術
が
未
熟
で
苦
悩
す
る
中
、
東
京
芝
浦

電
気
の
岸
敬
二
郎
よ
り
依
頼
を
受
け
た
特
別
高
圧
碍
子
生
産
に
あ
た
っ
た
百
木
三
郎

は
短
期
間
で
成
功
し
、
日
本
陶
器
合
名
会
社
の
草
創
期
に
お
け
る
経
営
を
支
え
た
。

そ
の
後
も
主
に
工
学
の
知
識
を
駆
使
し
て
活
躍
し
、
共
立
原
料
株
式
会
社(

現
共
立

マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社)

や
東
洋
陶
器
株
式
会
社

(

現
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社)

の
社

長
を
歴
任
し
て
い
る
。

本
書
の
復
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
従
前
ど
お
り
漢
字
は
基
本
的
に
新
字
体
に
改
め
た
。

ま
た
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。
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二
十
二
号
の
欠
落
部
分
①

巻
頭
写
真
目
次

一
、
仏

明
治
八
年

三
十
歳

同
二
十
三
年

四
十
五
歳

二
、
同

明
治
四
十
二
年

六
十
六
歳

三
、
記
念
撮
影

千
八
百
七
十
八
年

仏
国
博
覧
会
審
査
官
同
列

四
、
拝
受
の
藍
綬
褒
章
並
ニ
仏
国
勲
章

五
、
千
九
百
年
巴
里
万
国
博
覧
会
瓢
池
園

出
品
物

六
、
自
作
記
念
品

七
、
軸
、
短
冊
、
俳
諧
三
句

八
、
書
簡
手
記

九
、
夜
継
庵
得
之
印
譜

― 133 ―

明治二十三年十二月三日写
(四十五歳)
藍綬褒章拝受記念

明治八年写 (三十歳)

明治十一年六月 (西暦一八七八年) 写
巴里万国博覧会陶磁工芸品各国審査官中の翁
初回の渡仏にして三十三歳の時･後列右より五番目

藍綬褒章
明治二十三年十一月一日
下賜せらる
明治三十六年十二月十四
日飾版を下賜せらる

仏国勲章
オフヒシエーダカデミー
明治三十四年七月佩用
允許せらる

明治四十二年十月二十九日写
徳立翁 (六十六歳)
室鐐子 (六十二歳)
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明治三十三年 (西暦一九〇〇年)
巴里万国博覧会々場内 瓢池園出品の一部

(右) ふくべ焼湯呑 嵐雪の蒲団の端を仮寝かな
岡崎新居の句自著あり

(中) 砂糖壷 明治三十年代瓢池園作品の一なり
(左) 戯作急須 月をみるこゝろも空にすみにけり

丙午初秋 六三翁 得之 録旧作を刻す

(右) 春雨のしみ込むいろや捨瓦
得之

(中) 明月といふて来るなり庭伝ひ
得之

(左) 伸る日を一輪つゝや冬至梅
得之

此
の
先
考
書
簡
は
、
元
治
元
年
一
月

(

５)

、
家
茂
公
の
海
路
上
洛
に
際

し
、
御
供
し
た
る
当
時
の
遭
難
手
記
な
り
。
御
用
船
は
二
隻
の
西
洋

型
帆
船
に
て
、
同
月
三
日
品
川
沖
を
出
て
、
途
中
屡
々
暴
風
雨
等
の

大
危
難
に
会
し
、
二
十
四
日
を
費
し
て
漸
く
兵
庫
港
に
着
し
、
大
坂

を
経
て
入
洛
せ
し
な
り
。
此
の
手
記
は
養
家
河
原
自
宅
宛
に
送
ら
れ

た
る
も
の
に
し
て
、
文
末
実
家
と
あ
る
は
渡
辺
家
を
指
し
た
る
な
り
。

当
時
、
乗
込
み
に
際
し
て
随
伴
の
士
は
、
緋
羅
紗
の
陣
羽
織
を
纏

ひ
、
法
螺
貝
を
吹
立
て
、
市
ヶ
谷
見
付
に
勢
揃
せ
り
。
河
原
の
槍
の

長
し
と
て
、
柄
を
切
り
し
事
も
御
進
発
御
伴
の
時
な
り
し
と
謂
ふ
。

正
月
五
日

曇

一
、
下
田
へ
碇
泊
、
上
陸
し
て
入
湯
等
致
し
、
夕
刻
乗
込

同

六
日

曇

一
、
碇
泊

同

八
日

曇

一
、
昼
八
半
時
出
帆
、
夕
七
半
時
頃
、
豆
州
を
離
れ

同

九
日

夜
中
少
々
雨

一
、
遠
州
灘
無
滞
夕
七
半
時
頃
越
、
志
州
鳥
羽
を
横
に
見
る
紀
州

大
島
を
志
し
夜
中
走
る

同

十
日

曇
大
風

一
、
夜
中
よ
り
風
な
く
し
て
沖
に
た
ゞ
よ
ひ
、
六
半
時
過
よ
り
南

大
風
吹
起
り
、
志
州
浜
崎
浦
に
よ
う
ゝ
ゝ
乗
込

同

十
一
日

曇
大
風

昼
後
快
晴

一
、
碇
泊

同

十
二
日

曇

一
、
朝
五
時
出
帆
、
昼
頃
よ
り
か
ぜ
な
く
し
て
、
夜
九
つ
時
紀
州

九
木
浦
に
着

同

十
三
日

一
、
碇
泊
、
上
陸
し
て
入
湯
、
髪
月
代
等
に
参
、
夕
刻
乗
込

同

十
四
日

雨

一
、
碇
泊

同

十
五
日

曇

一
、
朝
五
時
出
帆
、
暮
六
時
頃
、
同
国
勝
浦
に
着

同

十
六
日

曇

一
、
朝
五
時
出
帆
し
て
紀
州
大
島
を
越
、
夜
入
俄
に
大
嵐
と
相
成
、

何
れ
と
な
く
流
れ
、
帆
も
た
ゝ
み
、
只
じ
し
ゃ
く
の
み
を
便マ
マ

に
て
、
甚
心
細
き
事
に
御
座
候

同

十
七
日

一
、
昨
日
同
様
の
義
に
て
、
山
も
見
へ
ざ
る
処
に
吹
流
さ
れ
、
先
四

国
沖
と
申
事
に
て
、
夜
入
順
風
吹
起
り
、
紀
州
す
さ
き
へ
着
、

い
ざ
碇
を
お
ろ
す
べ
き
処
に
て
又
々
大
嵐
に
相
成
、
何
れ
と
も
な

く
吹
流
さ
れ
食
事
な
ど
不
及
申
、
只
御
船
の
中
に
こ
ろ
が
り
居

申
候
、
浪
の
高
さ
は
凡
五
六
間
も
可
有
之
存
候



二
十
二
号
の
欠
落
部
分
②

(

一
〇
六
頁)

後
年
転
じ
て
、
同
業
及
有
志
者
の
間
を
斡
旋
奔
走
し
、
各
種
の
関
係
団
体
を
説
き
、

彼
の
仏
国
セ
ー
ブ
ル
又
は
独
逸
国
立
製
陶
所
に
倣
ひ
、
官
立
模
範
工
場
設
置
の
件
を

当
局
に
要
望
建
議
す
る
こ
と
、
実
に
前
後
三
回
に
及
び
し
も
容
れ
ら
れ
ず
。
唯
、
農

商
務
省
工
業
試
験
所
の
一
部
と
な
り
て
、
僅
に
其
の
一
端
を
実
現
す
る
に
止
ま
り
し

は
、
翁
を
し
て
満
足
せ
し
む
る
も
の
に
非
ざ
り
き
。

然
れ
ど
も
、
茲
に
其
の
宿
志
を
実
現
し
、
快
心
此
事
な
り
と
叫
ば
し
め
た
る
も
の

は
、
瓢
池
園
の
事
業
を
援
助
し
来
れ
る
、
森
村
組
故
森
村
市
左
衛
門
、
及
故
大
倉
孫

兵
衛
の
両
氏
並
に
他
の
同
志
諸
君
に
由
て
、
明
治
三
十
六
年
、
日
本
陶
器
合
名
会
社

の
創
立
を
見
た
る
一
時
な
り
。
会
社
は
範
を
欧
州
製
陶
術
に
採
り
、
大
工
場
を
建
設

し
、
最
新
の
学
術
を
応
用
し
て
初
め
て
我
が
国
に
硬
質
磁
器
製
造
を
完
成
す
る
に
至

れ
り
。
其
の
功
績
の
国
家
的
に
顕
著
な
る
は
、
故
森
村
翁
に
授
爵
、
故
大
倉
翁
に
緑

綬
褒
章
の
御
下
賜
に
よ
り
、
首
肯
す
る
に
難
か
ら
ざ
る
べ
し
。
翁
は
我
国
に
進
歩
せ

る
欧
州
製
陶
法
を
推
奨
し
、
紹
介
し
た
れ
ど
も
、
唯
是
れ
師
事
心
酔
せ
ん
と
す

(

る

も
の
に
非
ず
。)

付
記

今
回
の
資
料
紹
介
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手

(

Ｂ)
｢

近
代
日
本
陶
磁
器

業
に
み
る
複
層
的
な
経
営
の
存
在
に
つ
い
て｣

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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二世夜継庵得之印譜

同

十
八
日

一
、
前
同
様
の
事
に
て
、
彼
是
紀
州
沖
に
百
里
も
吹
流
さ
れ
、
炭
水
な
ど
も
と
ぼ
し
き
由
に
て
、
其
心

細
き
事
、
言
語
に
絶
し
候
次
第
に
御
座
候

同

十
九
日

快
晴

一
、
昼
頃
迄
は
風
前
同
様
の
処
、
お
い
ゝ
ゝ
静
り
、
昼
過
よ
り
順
風
吹
起
り
、
夜
九
半
時
過
、
紀
州
大

島
へ
着

同

二
十
日

雨
風

一
、
碇
泊
、
上
陸
し
て
入
湯
に
参
り
、
夕
刻
乗
込

同

二
十
一
日

曇
昼
後
快
晴

一
、
碇
泊

同

二
十
二
日

雨

一
、
朝
五
時
前
出
帆
、
三
四
里
程
は
な
れ
俄
に
風
替
り
、
先
へ
行
事
あ
た
は
ず
、
同
国
錦
袋
浦
へ
後
戻

り
し
て
八
半
時
頃
着

同

二
十
三
日

晴
風

一
、
碇
泊
、
上
陸
し
て
入
湯
に
参
り
、
夕
刻
乗
込

同

二
十
四
日

晴
風

一
、
碇
泊
、
前
同
断

同

二
十
五
日

晴

一
、
夜
七
時
頃
、
順
風
吹
起
り
出
帆

同

二
十
七
日

晴

一
、
紀
州
若マ

山マ

よ
り
十
五
六
里
手
前
に
て
、
黒
龍
丸
と
申
蒸
気
船

(

６)
、
当
御
船
余
り
延
引
に
相
成
、
安
否

尋
可
申
旨
を
被
仰
付
、
尋
参
り
候
由
、
御
船
を
留
申
聞
、
是
よ
り
は
大
坂
程
近
く
、
事
控
へ
其
ま
ゝ

に
て
上
坂
可
致
旨
も
申
聞
、
夫
よ
り
黒
龍
丸
は
薦
信

コ
モ
シ
ン

形
御
船
尋
に
参
申
候
、
暁
七
時
兵
庫
へ
着

右
は
取
急
大
乱
筆
御
用
捨
被
下
度
候
、
御
一
覧
の
上
、
実
家
へ
御
廻
し
可
被
下
候



注

(

１)
松
浦
玲

『

幕
末･

京
大
坂

歴
史
の
旅』

朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
、
一
五
三－

一
五
六
頁
。
た
だ
し
二
隻
は
遅
れ
た
の
で
、
こ
の
と
き
将
軍
と
共
に
大
坂
へ
到
着
し
た

の
は
六
隻
で
あ
る
。

(

２)

鎌
谷
親
善

｢
京
都
市
陶
磁
器
試
験
所

(

Ⅰ)
(

Ⅱ)｣
『

化
学
史
研
究』

第
四
〇－

四

一
号
、
一
九
八
七
年
。

(

３)

植
田
哲
哉

『

名
工
研
陶
磁
器
部
門
75
年
の
歩
み』

名
古
屋
工
業
技
術
研
究
所
、
一
九

九
八
年
、
二－

三
頁
。

(

４)

森
村
組
に
よ
る
日
本
陶
器
合
名
会
社
設
立
に
関
し
て
は
、
宮
地
英
敏

｢

明
治
期
日
本

に
お
け
る

｢

専
門
商
社｣

の
活
躍｣

『

企
業
家
研
究』

第
二
号
、
二
〇
〇
五
年
お
よ
び

宮
地
英
敏

｢

近
代
日
本
陶
磁
器
業
に
お
け
る
機
械
制
大
工
業
の
成
立｣
『

東
京
大
学
経

済
学
論
集』

第
七
十
一
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
五
年
に
よ
る
。

(

５)

元
治
元
年
は
西
暦
一
八
六
四
年
で
あ
る
。
前
年
の
文
久
三
(

一
八
六
三)

年
に
将
軍

徳
川
家
茂
は
、
将
軍
と
し
て
二
二
九
年
ぶ
り
の
上
洛
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
同
年
八
月

十
八
日
に
は
一
橋
慶
喜
・
会
津
藩
・
桑
名
藩

(

一
会
桑)

と
薩
摩
藩
な
ど
の
公
武
合
体

派
が
謀
り
、
長
州
藩
を
は
じ
め
と
す
る
尊
皇
攘
夷
派
を
京
よ
り
追
放
し
て
い
る
。
新
撰

組
の
活
躍
も
こ
の
時
期
で
あ
り
、
元
治
元
年
に
は
長
州
藩
尊
皇
攘
夷
派
を
襲
撃
し
た
池

田
屋
事
件
が
起
き
て
い
る
。
ま
た
会
津
藩
や
薩
摩
藩
に
よ
り
京
に
い
る
長
州
藩
勢
が
壊

滅
さ
せ
ら
れ
た
禁
門
の
変
も
起
き
る
な
ど
、
幕
末
の
京
に
お
い
て
幕
府
お
よ
び
公
武
合

体
派
の
影
響
力
が
最
も
強
い
時
期
で
あ
っ
た
。

(

６)

多
田
実

｢

幕
末
の
船
艦
購
入｣

『

海
事
史
研
究』

創
刊
号
、
一
九
六
三
年
に
よ
る
と
、

黒
龍
丸
は
文
久
三

(

一
八
六
三)

年
に
ア
メ
リ
カ
で
建
造
さ
れ
た
ば
か
り
の
木
製
内
輪

式
蒸
気
船
コ
ム
シ
ン
グ
号
を
、
幕
府
が
購
入
し
て
改
名
し
て
い
た
船
舶
で
あ
っ
た
。
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